
略 歴

学 歴

1933年２月 名古屋市に生まれる

1948年３月 愛知県立惟信高等学校併設中学校卒業

（学制改革により，愛知県立松蔭高等学校を経て）

1951年３月 名古屋市立向陽高等学校卒業

1951年４月 名古屋大学理学部入学

1955年３月 名古屋大学理学部物理学科卒業

1955年４月 大阪市立大学経済学部学士入学

1957年３月 大阪市立大学経済学部卒業

1957年４月 大阪市立大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程入学

1960年３月 大阪市立大学大学院経済学研究科経済政策専攻修士課程修了

職 歴

1960年３月 大阪証券経済研究所研究員（1967年４月まで）

1960年10月 経済企画庁経済研究所研究員（1963年３月まで）

1967年５月 大阪経済大学経済学部専任講師

1971年12月 大阪経済大学経済学部助教授

1977年５月 教務部長（1982年４月まで）

1983年３月 大阪経済大学経済学部教授

1984年７月 学校法人大阪経済大学評議員（1987年５月まで）

1985年４月 経済学部長（1987年３月まで）

1987年６月 就職部長（1993年４月まで）

1993年４月 大学院委員長（1995年３月まで）

1993年４月 学校法人大阪経済大学評議員（1995年３月まで）

1996年７月 学校法人大阪経済大学理事（1999年７月まで）

所属学会

日本経済学会，経済理論学会，日本経済政策学会，証券経済学会
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松原和男教授 略歴・業績目録



主 要 業 績

著 書

1963年12月 『戦後景気循環の計量分析』(経済企画庁経済研究所研究シリーズ第12号）

大蔵省印刷局（岡崎不二男・田原昭四・田中章介と共著）

2000年９月 『どうなる日本経済 「平成大不況」からの再出発 』法律文化社

(編著）

論 文

1963年４月 ｢戦後の経済発展と循環 日本における1961～2年「恐慌」をめぐっ

て 」『日本経済分析』第16集，至誠堂

1963年12月 ｢計量経済学モデルによる分析の若干の問題点について」『証券経済月報』

第53号，大阪証券経済研究所

1964年８月 ｢金融引締め政策と景気調整 日本経済の現局面をどう評価するか

」『証券経済月報』第61号，大阪証券経済研究所

1965年２月 ｢経済計画と計量経済学モデル 中期経済計画の方法論の検討 」

『証券経済月報』第67号，大阪証券経済研究所

1965年10月 ｢昭和39～40年不況の性格についての覚書」『証券経済月報』第74号，大

阪証券経済研究所

1966年４月 ｢景気循環対策の効果と限界についての試論 主として財政と金融の

面から 」『証券経済月報』第80号，大阪証券経済研究所

1966年11月 ｢株式価格の変動と景気循環 昭和37～8年の景気上昇の評価をめぐ

って 」『証券経済月報』第87号，大阪証券経済研究所

1967年５月 ｢さいきんの景気上昇の性格について」『証券経済月報』第93号，大阪証

券経済研究所

1971年５月 ｢固定資本の寿命と恐慌の周期」『大阪経大論集』第81号，大阪経大学会

1971年11月 ｢固定資本の更新の集中について」『大阪経大論集』第84号，大阪経大学

会

1974年３月 ｢1964～65年不況の再検討」『大阪経大論集』第98号，大阪経大学会

1975年５月 ｢1964～65年不況における証券不況の性格」『証券経済学会年報』第10号，

証券経済学会

1978年３月 ｢二つの証券不況における株式価格の変動について（その１） 1961

～65年と1973～74年の場合 」『大阪経大論集』第121･122号，大阪経

大学会

大阪経大論集 第54巻第２号2



1979年３月 ｢二つの証券不況における株式価格の変動について（その２） 1961

～65年と1973～74年の場合 」『大阪経大論集』第127･128号，大阪経

大学会

1982年３月 ｢戦後循環と固定資本投資」『大阪経大論集』第145･146号，大阪経大学

会

1983年１月 ｢日本における政策不況について」『大阪経大論集』第151号，大阪経大

学会

1989年３月 ｢世界大恐慌説の検討 コンドラチェフの波をめぐって 」『商品先

物市場』第13巻第３号，投資日報社

2002年３月 ｢戦後の経済成長と平成大不況」『大阪経大論集』第52巻第６号，大阪経

大学会

2002年７月 ｢戦後の経済変動の出発点をめぐって 1949年不況の位置付けと政策

不況 」『大阪経大論集』第53巻第２号，大阪経大学会

事 典

1964～65年 『国民百科事典』平凡社 「貿易」など４項目

資料・研究メモなど

1961年５月 ｢ さいきんの資本市場の変化をめぐって」(研究メモ）経済企画庁経済

研究所

1965年10月 経済問題研究会編『だれのための“安定成長”か 40年度経済白書の

解説と批判 』(労調研シリーズNo. 29）労働調査研究所（蕗谷硯児

と共著）

1966年８月 ｢さいきんの景気予測 新しい予測の方法を中心に 」『証券資料』

第65号，大阪証券経済研究所
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